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12 時間扱いの３・４時間目  10 月 18 日（水）  第１・２校時（８：50～10：40） 

ね ら い １   戦術的課題を解決しながら個人的技術を身に付け、ホームポジションを意識しながら相手

         のオープンスペースを狙って攻防するシングルスのゲームを楽しむ。 

本時のねらい（１）試合におけるヘアピン、ロビング、の必要性を理解し、身に付ける。 

      （２）試合におけるサービス、スマッシュ、プッシュの必要性を理解し、身に付ける。 

      （３）シングルスのルールやゲームパフォーマンス評価の仕方を理解し、戦術的内容を理解する。

学習の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

時
間 

段
階 学習活動 指導・支援 

具体の評価規準

と方法 

５

分 

は

じ

め 

１.集合・整列・挨拶・出欠確認

２.前時の振り返り 

３.本時の学習のねらいを確認 

 ・本時の学習内容を確認する。

 ・グループの発表。 

４.準備運動 

 ・２人組での体つくり運動。 

 ・班別自己紹介。 

・生徒の状態を確認する。 

・前時の内容を振り返らせ、本時は守備

の大切さとサーブを学ぶことを伝え

る。 

・グッドポイントカードの説明を行う。 

・緊張をほぐし、グループ活動ができる

ように配慮する。 

 

 

45 

分 

５.ラケットとシャトルになれる

  練習 

 ・シャトルすくい 

 ・直上打ち上げ 

 ・シャトルキャッチ 

６.１・２時間目で行った個人技

  術の練習 

 （ドライブ・ハイクリア・ドロ

ップ・ロブ・ヘアピン） 

・コツをつかんだ生徒は、できていない

生徒に教えるように指示する。 

 

 

・各フライトの打ち方に関して、指導・

助言しながらストロークできるように

し、動きかたを理解できていない者に

は見本を見せて理解を促す。 

【運動の技能】 
①ゲームの中でハイク
リア、ドリブンクリ
ア、ドロップ、ドラ
イブ、ヘアピン、ス
マッシュ、プッシュ、
サービスが打つこと
ができる。（観察） 

 休  憩 

45 

分 

な 

 

か 
７.サーブの練習 

 ・ロングサービス・ショートサ

  ービス 

 

 

８.スマッシュ・プッシュの練習

 

９.シングルスでのルールとゲー

ムパフォーマンス評価の説明 

・テキストを見ながらサービスの狙い所

やどのようにサービスを打てばよいの

かを気付くようにする。 

・サーブ練習に引き続き、浅いサーブや

レシーブに対して攻撃するにはどのよ

うなショットが有効かを気付くように

する。 

・ゲームパフォーマンス評価の仕方を見

本を見せながら説明する。 

【関心・意欲・態度】
②練習やゲームで、自
分の役割を受け入れ
ながら協力しようと
する。（観察） 

【思考・判断】 
①練習やゲームで自分
の課題を選んでいる。
（観察・学習ノート）

５

分 

ま

と

め 

10.本時のまとめ 

 ・本時の学習を振り返る。 

 ・発見した課題を整理し、次時

  の目標を決める。 

11.挨拶・片付け 

   

・各自の課題をより詳しく記述できるよ

うに説明する。 

 

 

    

【知識・理解】 
②バドミントンの個人
的な技術の使い方や
合理的な練習の仕方
を言ったり、書き出し
たりしている。（学習
ノート） 
 

授業の振り返り 

 本時からグループを異レベルのグループに分け、活動をグループ中心で行うようにした。

前時に引き続き各ショットの練習を行い、後半にゲームパフォーマンス評価の説明をした。

前時に行った条件付けられたゲームをもとにサービスやスマッシュ、プッシュの練習後、実

際のゲームを実施しながらシングルスのゲーム分析を行った。意思決定、技能発揮の分析で

は、複雑ゆえ混乱している生徒が見受けられた。しかし、声に出してアナウンスする生徒が

徐々に増えていったので、ある程度の理解はできているのだと感じた。 
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学習の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

12 時間扱いの５・６時間目  10 月 25 日（水）  第１・２校時（８：50～10：40） 

ね ら い １   戦術的課題を解決しながら個人的技術を身に付け、ホームポジションを意識しながら相手
         のオープンスペースを狙って攻防するシングルスのゲームを楽しむ。 

本時のねらい（１）ホームポジションを意識しながら相手を前後に揺さぶるハーフコートシングルスのゲーム
         ができるようにする。 
      （２）ゲームパフォーマンス評価を行い、自己の課題の発見し、解決方法を見付ける。 

時
間 

段
階 学習活動 指導・支援 

具体の評価規準と

方法 

５

分 

は

じ

め 

１.集合・整列・挨拶・出欠確認 

２.前時の振り返り 

３.本時の学習のねらいを確認 

 ・本時の学習内容を確認する。 

４.準備運動 

 ・グループごとに色々なステ 

  ップの練習を行う。 

 ・シャトルを使ってのフット 

  ワークの練習を行う。 

 

・生徒の状態を確認する。 

・学習ノートの書き方について補足する。

・本時の内容はオープンスペースを狙っ

て攻防し、勝敗を競う楽しさを味わう

ことを伝える。 

・グループごとにまとまってできるよう

に工夫する。 

・フットワークの練習では、試合で使え

るフットワークを教え、ホームポジシ

ョンに戻る意識をもって行うことがで

きるようにする。 

 

 

 

45 

分 

５.前時まで行った個人技術の 

  練習 

 

６.ゲームパフォーマンス評価

とルールについての説明 

７.ハーフコートのシングルス

ゲームのゲーム 

  パフォーマンス評価（グルー

プ内） 

・ペアを時間ごとに変えていき、様々な

レベルの仲間がいることに気付くよう

にし、調整できるように配慮する。 

・ゲームの進め方について理解できるよ

うに実際に見本を見せながら行う。 

 

【関心・意欲・態度】
②練習やゲームで、自分
の役割を受け入れなが
ら協力しようとする。
（観察） 

 

 

な 

 

か 

休  憩 

45 

分 
 

８.グループ対抗ハーフコート

のシングルスゲーム(ゲーム

パフォーマンス評価） 

 

・ホームポジションに戻ることを意識付

け、ゲーム分析カードを利用してホー

ムポジションへの戻り・意思決定・技

能発揮のチェックを班員によって行

い、振り返りをする。 

【運動の技能】 
②相手の攻撃をリターン
できる。（観察） 

 

５

分 

ま

と

め 

 

９.本時のまとめ 

 ・本時の学習を振り返る。 

 ・発見した課題を整理し、次 

  時の目標を決める。 

 

10.挨拶・片付け 

  

 

・ホームポジションとオープンスペース

への攻撃の大切さを理解させ、次回は

ダブルスに入ることを伝える。 

・次回からはグループごとに準備運動を

するので、考えてくるように指示する。

・練習やゲームで見付けた自分の課題を

書き出せるように助言する。 

 

【思考・判断】 
①練習やゲームで自分の
課題を選んでいる。（学
習ノート） 

授業の振り返り 

 グループ内でのシングルスのゲームパフォーマンス評価を行った。前時の授業から１週間

空いているため分析の視点や実施の仕方などを忘れている部分が多かったようで、最初の試

合は生徒たちの間で混乱が見られた。慣れてくるとアナウンスと記録の連携も良くなりスム

ーズに行われるようになった。後半はグループ対抗でゲームを行い、同時にゲーム分析も実

施し、生徒もコツをつかみ順調に分析が行われた。プレイをしている生徒は分析されている

ためか意識的にホームポジションに戻っているように感じた。 
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12 時間扱いの７・８時間目  11 月１日（水）  第１・２校時（８：50～10：40） 

ね ら い ２   パートナーとのフォーメーションの動き方を身に付けるとともに、相手を揺さぶるダブル

         スのゲームを行うことを楽しむ。 

本時のねらい（１）ダブルスのルールと審判法を理解し、ゲームパフォーマンス評価の仕方を理解する。 

      （２）パートナーとの動きの調整の仕方と攻撃について理解する。 

学習の流れ 

 

 

 

 

 

時
間 

段
階 学習活動 指導・支援 

具体の評価規準

と方法 

５

分 

は

じ

め 

１.集合・整列・挨拶・出欠確認

２.前時の振り返り 

３.本時の学習のねらいを確認 

 ・本時の学習内容を確認する。

 

 

４.準備運動 

 ・グループごとに行う。 

・生徒の状態を確認する。 

・本時ではダブルスに入ることを告げ、

ルール等をしっかり覚えるように指示

する。 

・アドバイスカードとグッドポイントカ

ードについての説明を行う。 

・グループごとに考えながら準備運動を

行うように指示する。 

 

45 

分 

５.基本練習 

 ・ハイクリアを中心とする。 

６.ダブルスのルールの説明 

７.審判法の説明 

８.試しのゲームと振り返り 

 

９．パートナーとの動きの調整の

仕方についての説明とゲーム

パフォーマンス評価の説明 

 

・実際に試合を行いながら、説明をわか

りやすく分解して行う。 

・上手くいかなかったことや失敗したこ

となどの課題をあげることができるよ

うに発問する。 

・実際に見本のゲームを見せながら、パ

ートナーとの対角に位置することを意

識付くように説明を分解して行う。 

 休  憩 

45 

分 

な 

 

か 

10.グループ対抗のダブルスのゲ

ーム(ゲームパフォーマンス評

価） 

 

 

 

 

10.グループごとに振り返り

・ダブルスにおけるパートナーとの動き

の調整の仕方を意識して行うことがで

きるようにする。 

・ゲームパフォーマンス評価により、自

分の課題の発見と解決方法を考えるこ

とができるようにする。 

・ゲーム分析カードによる分析の結果か

ら課題を見付け、解決に向けた練習を

行えるようにする。 

 

【関心・意欲・態度】
③審判の指示に従い、ル
ールを守り勝敗や結
果を受けとめようと
する。(観察） 

 

【思考・判断】 
②課題を解決する適切
な方法を提示したも
のから選んでいる。
（観察） 

５

分 

ま

と

め 

11.本時のまとめ 

 ・本時の学習を振り返る。 

 ・発見した課題を整理し、次時

  の目標を決める。 

12.挨拶・片付け 

・ダブルスにおいてもポジショニングと

パートナーのフォローの大切さを伝え

る。 

・次時の目標を設定できるようにする。 

【知識・理解】 

③ゲームの運営やル

ール、審判の方法を言

ったり、書き出したり

している。（学習ノー

ト） 

 
授業の振り返り 

 本時よりダブルスに入り、試しのゲーム後、パートナーとの連携の仕方とダブルスのゲー

ムパフォーマンス評価の仕方を説明した。シングルスよりもさらに複雑になっているため、

やはり最初は理解するのに時間がかかったが、シングルスでも分析を行っていたのでやり方

については飲み込めている様子であった。記録は１ペア２試合ずつ行い、１試合目は混乱し

ている様子だったが、２試合目に入ると要領がわかったようで順調であった。 
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12 時間扱いの９・10 時間目  11 月８日（水）  第１・２校時（８：50～10：40） 

ね ら い ２   パートナーとのフォーメーションの動き方を身に付けるとともに、相手を揺さぶるダブル

         スのゲームを行うことを楽しむ。 

本時のねらい（１）ダブルスのゲームの中で今まで学んだ個人的技術を発揮できるようにする。 

      （２）ゲームパフォーマンス評価を実践し、ペアの課題の発見し、課題解決に向けた練習法を見

         付ける。 

学習の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時
間 

段
階 学習活動 指導・支援 

具体の評価規準

と方法 

５

分 

は

じ

め 

１.集合・整列・挨拶・出欠確認

２.前時の振り返り 

３.本時の学習のねらいを確認 

 ・本時の学習内容を確認する。

４.準備運動と基本練習 

・グループごとに行う。 

・ハイクリアを中心とした個人

技術の練習をする。 

・生徒の状態を確認する。 

 

・パートナーとの動きの調整の仕方につ

いての意識の再確認と、ゲーム分析の

仕方を復習する。 

 

 

45 

分 

５.グループごとに課題練習 

６.条件付けられたゲーム④ 

 スマッシュを使わないダブル

スのゲームのグループ対抗戦

を行う。 

（ゲームパフォーマンス評価） 

 グループ別で振り返る。 

 グループ別での課題練習をす

る。 

   

・グループごとに考えて行うようにする。 

・前回行ったゲームパフォーマンス評価

からグループごとに個人やパートナー

との課題を発見し、解決に向けた練習

内容を考える。 

・課題に対しての練習を、学習資料をも

とにグループごとに行う。 

・班員によるゲーム分析カードを使い、

パートナーとの連携ができているかど

うかの確認ができるようにする。 

・ゲーム分析カードをもとにして、パー

トナーとの課題を発見し、解決に向け

た練習を行うようにする。 

【運動の技能】 
①ゲームの中でハイ
クリア、ドロップ、
ドライブ、ヘアピ
ン、スマッシュ、プ
ッシュ、サービスが
打つことができる。

【関心・意欲・態度】
①パートナーとの動き
の調整の仕方に着目
して学習に取り組
み、勝敗を競い合う
楽しさや喜びを味わ
おうとする。（観察）

 

な 

 

か 

休  憩 

45 

分 
 

７.条件付けられたゲーム④ 

 スマッシュを使わないダブル

スのゲームのグループ対抗戦

を行う。 

（ゲームパフォーマンス評価） 

 グループ別で振り返る。 

 グループ別での課題練習をす

る。 

・班員によるゲーム分析カードを使い、

パートナーとの連携ができているかど

うかの確認ができるようにする。 

・ゲーム分析カードをもとにして、パー

トナーとの課題を発見し、解決に向け

た練習を行うようにする。 

【思考・判断】 
③練習内容の見直しや
新たな方法を提示し
た資料の中から選ん
でいる。 

５

分 

ま

と

め 

８.本時のまとめ 

 ・本時の学習を振り返る 

 ・発見した課題を整理し、次時

  の目標を決める 

９．挨拶・片付け 

・パートナーとのフォーメーションにつ

いての確認を行う。 

・次時の目標を立てるようにする。 

授業の振り返り 

 前時のゲームパフォーマンス評価をもとに個人やペアでの課題を発見し、解決に向けた練習を

グループごとに行うようにした。個人的技能が身に付いていないと考える生徒が多く、また、ペ

アによって課題が多種にわたっているため、練習内容を精選するのに各グループとも苦労してい

るようだった。次時ではもう少し絞った内容の学習資料を提示しようと思う。前時のダブルスの

ゲームではスマッシュ等でラリーが長く続かなかったため、今回はスマッシュを制限したゲーム

で分析を行った。その結果ラリーが長く続くようになり、パートナーとの連携の仕方も徐々にわ

かりだしてきたように感じた。ゲームパフォーマンス評価を行うためには自分が理解をしなけれ

ばならないため、実際の試合で動くことができなくても、動き方は理解しているようである。グ

ループ内あるいはペア同士での教え合いも活発に行われるようになってきた。 
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